
‐
判
ト
ー
Ｉ
Ｔ
Ｉ
卜
０
４
４
凸
Ｉ
ｒ
Ｉ
山
２
，
１
仙
岬
１
町
Ⅲ
Ｉ
や
Ｍ
ｌ
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｕ
ｑ
Ⅲ
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
Ｈ
岨

税
金
ｌ
と
い
え
ば
、
な
ん
と
な
く
固

苦
し
く
い
や
な
感
じ
の
言
葉
で
す
が
、

園
民
で
あ
る
以
上
、
ま
た
県
民
、
町
民

で
あ
る
以
上
、
ど
っ
し
て
も
こ
の
税
金

か
ら
の
が
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
ど
う
せ
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
税
金
で
あ
れ
ば
、
少
し
で
も
有

利
で
気
軽
な
方
法
で
納
税
し
た
い
と
考

え
る
の
は
ご
く
あ
た
り
ま
え
の
話
で
す

役
場
の
税
務
課
で
は
、
こ
の
衆
も
よ

い
方
法
と
し
て
、
納
税
組
合
の
結
成
を

勧
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
金
木
町
で
は

町
税
の
納
税
者
が
約
四
、
二
○
○
人
ほ

ど
お
り
、
こ
の
四
三
％
に
あ
た
る
一
、

八
○
○
人
が
納
税
組
合
に
加
入
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
と
し
の
五
、
五
○

○
万
円
く
ら
い
の
町
税
の
釣
四
五
％
に

当
た
る
二
、
四
八
○
万
円
を
組
合
で
納

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

納
税
組
合
を
つ
く
る
と
ど
ん
な
利
益

昭
和
三
十
六
年
九
，
一
日
か
ら
剛
鎖

し
て
い
た
騨
良
市
診
泳
所
が
、
満
二
年

ぶ
り
で
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
部

落
民
を
ホ
ッ
ト
さ
せ
ま
し
た
。

寓
良
市
診
羅
所
は
、
昭
和
二
十
四
年

の
旧
毒
良
市
村
の
当
時
か
ら
開
股
さ
れ

て
い
た
も
の
で
、
二
年
前
に
中
田
先
生

が
辞
任
し
て
か
ら
後
任
の
先
生
が
な
く

や
む
を
得
ず
閉
錨
し
た
も
の
で
す
が
、

こ
の
ほ
ど
宏
田
金
木
病
院
丑
の
あ
（
・
せ

ん
に
よ
り
、
脇
元
診
旅
所
奨
の
佐
藤
政

己
先
生
か
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
九

▽
鯉
地
部
会
委
輿
．

中
谷
藤
太
郎
（
学
誠
）
佐
藤
忠
太
郎

（
学
職
）
葛
西
与
助
言
良
市
共
済
温

合
）
三
上
菊
次
郎
（
公
逸
）
棟
方
滴
八

郎
（
公
逸
）
原
田
竃
五
郎
（
公
遮
〕
吉

田
兼
一
（
公
迩
）
湛
川
清
一
哀
選
）

外
崎
栄
（
公
遡
）
白
川
癖
四
太
郎
（
公

理
）
泉
谷
謡
太
郎
（
川
禽
農
協
）
前
田

礼
之
助
（
金
木
農
協
）
西
村
正
治
（
公

週
）
伊
藤
滴
慈
（
公
選
）
諏
朏
正
次
郎

（
公
逸
）
成
田
善
裁
（
公
選
）
山
崎
善

司
（
公
逸
）
吉
崎
奔
雄
（
公
理
）

▽
振
興
部
会
委
興
（
◎
印
は
展
地
部
会

委
風
を
兼
ね
る
）

’
一
泗
価
や
梱
劉
（
公
迩
）

磁
凰
花
剛
一
（
学
識
）

診
療
所
（
喜
色
再
開
さ
る

新
任
所
長
に
佐
藤
正
己
先
生

町
税
は
納
税
組
合
で

納
め
や
す
く
報
償
金
が
も
ら
え
る

’ 協
）
泉
谷
敏
夫
（
北
地
方
拓
航
艦
協

ａ
９
０
ｊ
’
０
ｒ
Ｄ
０
ｇ
巳
も
り
Ｕ
▽
ｒ
■
Ｉ

川
徳
政
（
公
避
）
山
中
京
治
（
公
避
）

◎
古
田
雅
一
（
公
選
）
◎
城
川
瓶
派
郎

（
公
理
）
◎
白
川
嘉
州
太
郎
一
公
選
）

沢
山
政
孝
（
公
迩
）
脈
山
勘
術
門

（
西
北
独
鶏
膿
協
）
桑
田
一
生
（
公

選
）
◎
佐
藤
忠
太
郎
（
学
餓
）
◎
外
崎

栄
（
公
選
）
中
行
洞
行
（
公
理
）
竹
内

Ｉ
で
す
。
ま
だ
、
結
成
さ
れ
て
い
な
い

地
区
マ
ロ
か
な
り
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
っ

酩
挫
膿
協
一
毬
犯
幸
之
進
霧
瀬
農

共
済
組
合
）
秋
沁
武
治
〆
学
淑
）
◎
沐

励
正
次
郎
（
公
理
）
沢
剛
茂
（
北
地
方

古
川
市
四
郎
（
璽
只
巾
綬
協
三
古
川
角

や
つ
重
手
続
き
を
し
て
く
れ
る
こ
と
に

は
『
オ
ラ
ほ
サ
、
ま
た
医
新
さ
ま
が
き

雄
（
公
選
』
竹
Ⅳ
旋
右
街
門
（
金
木
町

正
雄
（
公
逸
）
伊
瞭
正
一
（
公
迩
一
日

ち
よ
く
〃
こ
れ
が
納
税
組
合
の
モ
ッ
ト

な
っ
て
い
ま
す
。

く
れ
ま
す
と
、
税
務
課
で
は
係
り
厨
を

が
あ
り
ま
す
が
、
組
合
は
、
部
落
や
町

内
単
位
で
つ
く
れ
ば
い
ち
ば
ん
簡
単
で

す
。
部
落
や
町
内
で
代
表
者
を
決
め
て

ま
で
い
や
な
緩
促
を
う
け
な
く
て
す
む

③
農
家
の
人
で
あ
れ
ば
米
代
金
か
入
る

し
て
一
、
五
○
○
円
支
給
す
る

②
千
二
月
ま
で
に
納
税
す
一
如
ば
よ
い

た
』
と
大
再
び
で
す
。

月
一
日
か
ら
Ⅳ
雌
し
、
部
落
の
人
た
ち

が
あ
る
か
と
い
い
ま
す
と
、

①
報
侠
金
か
出
る

ま
た
、
顎
務
置
と
し
て
、
一
組
合
に
対

納
税
者
一
人
当
た
り
一
○
○
円
と
納

税
額
の
三
％
に
当
た
る
額
を
支
給
し
、

可
1日

以
上
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
制
度

〃
納
め
る
方
も
受
け
と
る
方
も
気
持

１
１

蔦必
職;蕪:』｡．
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(佐藤正己先生）

』
０
Ⅱ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
咽
Ｄ
Ｉ
０
ｊ
１
Ⅲ
Ⅲ
叩
ｇ

い
う
地
区
で
は
、
髭
き
る
だ
け
ｌ
ｒ
．
－
‐
↑

合
を
つ
く
っ
て
、
恩
卯
を
饗
は

い
た
い
も
の
で
す
。

八
月
十
、
十
一
円
の
一
百
皿
１
，
土
↑
約

一

っ
て
行
な
わ
れ
た
塗
一
回
町
壁
《
八
一
《

縮
儲
蝋
卿
洲
雌
っ
噺
一

し
た
が
、
好
守
と
も
他
チ
ー
ノ

て
金
木
舛
林
濁
チ
ー
ム
が
優
』
・

た
。。

決
勝

一

投
場
２
１
忽
減
勢

登
録
申
請
は
も
れ
な
く

蔀
を
鯛
製
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
は
、

九
刑
十
五
日
ご
ろ
、
諦
川
紙
を
毎
戸
に

配
布
し
、
九
月
末
日
で
締
め
切
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
同
逸
桟
砺
務
凪
で
は

『
明
年
二
月
に
は
町
戯
会
継
鈍
の
選
準

ｊ

も
あ
り
ま
す
の
で
、
有
柿
拷
は
も
れ
な

く
鹿
け
肌
で
く
だ
さ
い
』
と
要
望
し
て

い
ま
す
。
有
権
新
の
条
件
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
昭
和
十
八
年
十
二
円
二
十
一
口
以
前

に
生
ま
れ
た
者

②
九
Ｍ
十
五
日
魂
庄
で
、
引
き
鋭
き
三

ヵ
月
以
卜
、
〃
‐
町
〃
厩
城
内
に
鮓
所

花
有
す
る
者

な
お
、
こ
の
名
簿
の
調
製
確
定
ま
て
の

経
過
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
申
請
用
紙
配
布
１
九
月
十
五
日

▽
申
赫
翻
受
け
付
け
期
間
Ⅱ
九
川
十
五

日
よ
り
九
円
三
十
日
圭
。

▽
名
簿
の
確
定
Ⅱ
十
二
川
二
十
日
の
予

定
。

，
ｌ
ｌ
４
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
１
Ｊ
Ｉ
Ｉ
叩
Ⅲ
叩
‐
Ⅱ
叩
Ⅱ
同
凹
Ⅲ
四
冊
■
■
、
■
Ｒ
Ⅱ
同
封
岡
叩
凹
■
■
■
■
冑
脚
Ⅱ
町
間
Ⅱ
■
Ⅳ
閑
Ⅱ
佃
唱

金
木
町
選
挙
病
理
蚕
咽
会
で
は
、
毎

年
九
月
十
五
Ｈ
現
在
で
基
本
避
挙
人
名

１
１

営
林
署
チ
ー
ム
優
勝
‐
‐

’

・
第
二
回
町
民
野
達
大
会

選
挙
名
簿
は
９
月
帽
日
丞
蜀
司

第3回
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金 木 だ し、り、 8召弄□<ョ巳
両函騎

韻
燃
、
融
患
い
●
曙
、
評
零
噸
、
、
き
ゞ
緑
饗
い
‘
ミ
興
零
殻
、
、
，
斜
ぃ
、
、
嘆
鼠

こ
の
日
の
座
談
会
に
は
、
県
側
か
ら

は
竹
内
知
率
、
平
野
副
知
碩
、
菊
池
出

納
長
は
じ
め
、
各
部
拠
奨
な
ら
び
に
岡

本
教
育
垂
、
桝
谷
県
警
本
部
畳
ら
約
六

十
人
、
地
元
側
と
し
て
関
係
町
村
曇
、

住
民
代
表
、
そ
れ
に
来
賓
と
し
て
花
田

鴫
海
、
成
田
の
各
県
蔵
が
出
旙
し
、
鍔

聴
宥
も
約
二
百
人
ほ
ど
蝿
ま
り
盛
大
な

も
の
で
し
た
。

竹
内
媒
知
率
は
．
『
県
政
連
哲
の
倒
標

は
、
ひ
と
ｕ
に
い
う
と
〃
映
嵯
の
皆

さ
ん
が
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

県
政
〃
に
つ
き
る
が
、
地
域
の
実
情
を

知
る
こ
と
が
施
策
の
根
本
条
件
で
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
、
今
後
も
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
利
用
し
て
住
民
と
の

〃
話
し
合
い
の
場
杉
を
作
り
た
い
』
と

あ
い
さ
つ
し
、
つ
い
で
、
県
政
の
実
澗

iP~･ｿ'.~雷3…'品売"‘･'･話”…号”'‘･蝿乃''.解ら~ご',号鰯."･"唱鯰‘‘鋳・,'~亀識'''~錨

ミ去る15,16日の2Rにわたって、お；b，

申､

§I葬りの中里町に開没さｫ！’た移動県庁の￥為

#第1日目は、各趣の梱談に応じ好評を§
鳥博しましたが2日目の、県政腿淡会●X

ミには、金木町および西那稲垣村以北のNIミ

ゼ町村､すなわち津軽半励北部地域の住箪

§民代表約40人が参加し、竹内県知弓Tは典
iじめ県首脳部に、I]ごろの悩みを訴え：

ミミ: ました。瞥

恐
問
に
わ
た
っ
て
報
告
し
た
あ
と
、
長
谷

》
川
小
泊
村
廷
の
司
会
で
座
談
会
が
進
め

壷
坪
ら
れ
ま
し
た
。

》
座
談
会
に
は
麸
九
（
正
）
磁
垂
、
中

華
村
（
健
）
金
木
農
協
専
務
、
大
橘
商
工

忍
会
垂
、
今
（
源
）
教
育
委
員
、
安
田
金

尹
木
連
合
姉
人
会
憂
、
木
立
（
久
）
金
木

》
連
合
青
年
団
丑
、
米
谷
（
甚
）
Ｐ
ｍ
Ａ

《
金
木
連
合
会
曇
、
中
村
（
美
）
防
犯
協

一
会
長
ら
八
氏
が
当
町
を
代
表
し
て
参
加

一
し
ま
し
た
が
、
知
事
の
県
政
報
告
お
よ

①
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
設
睡

鰹
村
の
中
堅
青
年
の
養
成
に
つ
い
て

は
、
移
動
農
業
大
学
を
開
設
し
て
技
術

輻
導
に
あ
た
る
が
、
金
木
町
に
〃
農
業

技
術
セ
ン
タ
ー
〃
を
設
睡
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
．
間
い
Ｉ
今
（
遜
教
育

委
風
】

②
養
鶏
招
導
所
の
移
転
墹
強

饗
鶏
指
導
所
の
現
況
で
は
、
地
域
農

民
の
要
望
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
の
で
、
同
所
の
移
転
池
強
に
つ
い
て

は
検
討
中
で
あ
る
が
、
森
田
村
に
設
睡

す
る
畜
産
試
験
所
に
は
接
鶏
部
門
花
入

れ
て
い
な
い
。
【
問
い
Ⅱ
麸
元
識
逵

③
弱
小
鰹
協
の
経
営
上
の
赤
字
に
つ

い
て
県
鐙
を
助
成
す
る
こ
と
は
考
え
ら 嘘

ぴ
座
醗
会
か
ら
当
町
に
関
係
あ
る

も
の
に
つ
い
て
、
県
側
の
見
解
猛

れ
ば
次
の
と
お
り
で
す
。

△
屡
業
関
係

④
農
業
構
造
改
善
事
業
の
推
進

国
営
寂
業
ま
で
現
在
実
施
し
て
い
る

西
津
軽
水
利
率
業
や
、
現
在
調
整
段
階

に
あ
る
小
田
川
地
区
の
土
地
改
良
事
業

金
な
ど
の
政
府
蛮
全
の
利
子
補
給
の
点

で
助
成
す
る
ほ
か
、
展
協
の
強
化
に
つ

い
て
は
、
積
極
的
に
協
力
し
て
い
き
た

い
。
【
問
い
Ⅱ
中
村
（
錘
）
金
木
農
協

専
務
】

代表者8"氏が参加
一
一

夕
’
一一

当町に農業技術センターを、
の
高
率
補
助
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
・
土

地
改
良
率
業
（
区
画
睦
理
）
に
対
し
て

県
喪
を
一
割
補
助
し
て
い
る
の
で
、
袖

一

助
率
は
七
割
五
分
と
な
っ
て
い
る
。
市

開
発
計
画
に
入
っ
て
い
る
地
域
に
つ
い

て
は
、
こ
の
計
画
と
に
ら
み
あ
わ
せ
て

の
農
業
櫛
造
改
善
卒
業
を
進
め
て
い
き

た
い
。

ま
た
農
業
構
造
改
鋳
事
業
に
対
し
て

で
あ
る
か
、
県
と
し
て
も
、
鯛
に
対
し

さ
ら
に
補
助
率
を
高
く
す
る
こ
と
を
要

認
す
る
。
【
問
い
Ｉ
木
立
連
合
青
年
団

鰹
】⑤

不
順
な
天
候
対
鰯
と
し
て
農
業
気

象
観
測
所
琵
金
木
町
を
は
じ
め
、
車
力

市
油
、
小
泊
の
各
村
に
識
瞳
す
る
予
定

で
あ
る
。
（
県
政
穀
告
）

△
国
有
林
野
脚
係

中
央
に
対
し
て
陳
燗
を
純
け
て
い
る
が

趣
旨
は
ま
ず
耕
地
、
雌
地
な
ど
の
適
地

を
解
放
し
て
も
ら
っ
ほ
か
、
腰
林
漁
桀

の
概
造
改
審
と
市
町
村
の
基
本
財
産
と

し
て
必
要
な
林
地
を
解
放
す
る
と
い
う

点
に
要
約
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と

を
ふ
く
ん
だ
〃
悩
打
林
卿
解
放
針
画
〃

を
た
て
て
い
る
。
【
問
い
Ⅱ
米
谷
令
窃

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
狸
、
町
緬
】

△
土
木
関
係

①
冬
期
間
の
交
通
確
保
と
道
路
の
整

側
冬
期
間
の
交
通
睡
保
と
近
路
の
擦
伽

に
つ
い
て
は
全
力
を
あ
げ
｝
‐
・
解
決
に
あ

た
る
。
ま
た
金
木
か
ら
の
要
望
に
よ
る

森
林
軌
道
跡
種
利
川
し
て
の
バ
イ
パ
ス

線
側
道
）
の
建
繊
に
つ
い
て
は
、
閲

査
の
う
え
善
処
す
る
。
間
い
Ⅱ
麸
元

織
長
、
大
掘
（
忠
）
商
工
会
苗

②
金
木
川
の
改
善
頚
業
は
、
継
続
率

業
と
し
て
巽
施
中
で
あ
る
か
、
全
体
討

画
の
額
業
喪
は
六
千
百
五
十
万
円
で
、

施
行
延
茎
一
手
四
百
七
十
七
澗
、
そ
の

う
ち
昨
三
北
七
年
鹿
ま
で
の
延
施
率
業

愛
は
一
千
七
百
万
円
、
延
畏
一
千
百
十

九
牌
と
な
っ
て
お
り
、
本
年
度
は
、
蒔

田
地
区
内
の
右
岸
築
堤
を
事
業
喪
一
千

二
百
万
円
で
六
百
十
脚
を
工
率
し
、
昭

和
四
十
年
度
ま
で
に
完
成
の
予
定
で
あ

る
。
（
県
政
報
告
）

△
商
工
関
係

媒
平
均
菫
一
～
三
剖
下
回
っ
て
い
る
の
一
一

で
、
他
地
城
と
の
所
得
絡
差
の
是
正
を

は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
地
域
は
幸
い
、
斉
函
ト
ン
ネ
ル
や

泳
椛
蹴
状
線
な
ら
び
に
津
軽
林
道
の
重

要
性
が
認
繊
さ
れ
、
そ
の
爽
現
の
可
能

性
が
あ
る
し
、
地
下
蜜
源
に
も
め
ぐ
ま

れ
て
い
る
の
で
、
優
林
水
座
業
の
総
合

的
な
開
発
に
関
連
さ
せ
て
の
『
津
耗
半

島
総
合
開
発
翫
画
』
簸
定
の
作
業
在
進

め
て
い
る
。
（
県
政
報
告
）

②
滴
工
行
政
の
基
本
方
針
と
し
て
は

県
内
企
業
の
高
度
近
代
化
を
は
か
る
。

ま
た
、
金
触
の
円
消
化
を
は
か
る
と
と

も
に
、
個
狗
の
企
梨
の
育
成
を
は
か
る

た
め
、
個
別
診
断
、
築
団
診
断
の
実
施

に
よ
る
体
質
改
善
の
促
進
茗
汚
え
て
い

る
。
【
県
政
報
告
。
問
い
１
大
桧
商
工

会
曇
】

△
そ
の
他

金
木
薗
校
の
充
突
（
問
い
Ⅱ
今
）
、
’
一

婦
人
会
館
建
蝕
に
対
す
る
県
費
の
助
成

婦
人
学
級
の
埴
強
、
児
牽
会
館
の
建
故

。
（
問
い
Ｉ
安
田
）
、
独
立
公
民
館
、
図

蜜
館
の
延
設
（
問
い
１
木
立
）
、
幼
年

教
育
施
設
の
充
実
（
問
い
Ｉ
米
谷
）
、

防
犯
協
会
に
対
す
る
助
成
（
問
い
Ⅱ
中

村
美
樗
男
）
な
ど
に
つ
い
て
の
愛
問
に

対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
要
望
に
そ
う
べ

く
善
処
す
る
旨
回
答
が
あ
っ
た
。

【
写
真
Ⅱ
政
県
座
酸
会
場
の
中
里
小
漉

織
雛
贈
鰯
瀦
理
塊
灘
一

で
す
。

極
籾
の
ま
き
む
ら
、
田
面
の
凹
凸
、

除
草
剤
の
ま
き
む
ら
な
ど
に
よ
っ
て
一
一

生
育
の
不
揃
い
が
兄
ら
れ
、
特
に
『
ひ

え
』
や
『
ひ
る
む
し
ろ
』
の
影
審
で
兇

る
か
げ
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ

ろ
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
一
方
草
も
ほ

と
ん
ど
な
く
、
り
つ
ぱ
な
穂
波
が
そ
る

め
か
ら
終
わ
り
ま
で
反
当
た
り
の
労
力

は
い
ま
ま
で
の
十
分
の
一
以
下
に
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
Ｌ、

も
ち
ろ
ん
、
い
ま
の
ま
ま
で
は
問
題

点
が
山
ぽ
ど
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を

一
つ
一
つ
解
決
し
、
も
し
航
空
機
の
及

ば
ぬ
作
業
が
あ
れ
ば
、
他
に
適
当
な
や

り
方
を
組
み
入
れ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
で
す
が
私
ど
も
で
は
、
水
川
の

『
韮
継
薙
術
』
さ
え
し
っ
か
り
し
て
お


